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【試合は楽しいですが、練習はもっと楽しい】とおっしゃる高島さん。 

今回の岡山国体でも「開催地チームの恩恵を受け、出れば良いと言うんじゃなくて、日頃の練習の

成果が試合に出せるようにと思います。」と、きっぱり。 

穏やかな言葉のなかに、静かな闘志が感じられました。 

 

     岡山県チームコーチャー 高島英夫さん 

Q  グランドソフトボールとの出会いは。 

A 県立岡山盲学校野球部員としてスタートしました。 

15歳からやり始めて現在に至っています。かれこれ 36～37年で

しょうか。飽きずに良くやりますよネ。 

Q 心の底からお好きなんでしょうね。 

A まぁ、それもありますけど、僕達視覚障害者は、家にこもりがち 

 になりますよね。できるだけ外に出て、体を動かすように心がけな 

ければ、いけないんですよ。それには、グラソフは屋外競技だし、チ 

ームプレーの楽しみもあります。 

Q  長いグラソフ歴のなかで、様々に体験されたことがおありだと思いますが。 

A 盲学校を卒業後、そのまま社会人チームに入部し、２８歳のときに監督に就任しました。当初は、選

手兼任でやっていましたが、できるだけ選手に出場機会をと思い、監督専任になりました。 

Q 上に立つ人としての気配りですね。 

A イャ、そんな大層なことではなく、なにしろ、部員の数が多かったので～。皆一緒に練習をしているの

ですから。やはり試合にも出でもらわないと、チームワークはできませんよ。 

Q さて、今年はいよいよ岡山国体ですが。 

A ぼくは、過去に４回経験をしました。それぞれに思い出がありますが、なかでも第１８回島根国体は、

自身が監督になって 3 年目で、チームも全国大会に初出場ということで、成績は第３位だったのです 

が、、、まｱ 良くやったなｱと、今でも心に残る大会です。 

今回地元開催ということで、様々なプレッシャーがあるのですが、地の利を生かして、何とか良い結果

を出したいと思っています。 

Q その勝算は。 

A うちのチームは、レフト・サードの全盲の守備がしっかりしています。戸根監督を中心にまとまりのあ 

るチームだと思っています。只、あと難をいえば、攻め方に雑なところがあるようです。その辺をもう少 

し修正してと思っていますが、僕としては監督を精一杯サポートするつもりです。  

Q 頑張ってください。 

A ありがとうございます。 

生年月日 S28.1.29  O 型 

真庭市在住 妻・子供4人 

 

      ふれ愛ぴっく大阪クラブの広報紙   第１６号   2005.10 

第６回全日本グランドソフトボール選手権 

広広広島島島市市市 富富富山山山ををを破破破りりり全全全国国国初初初制制制覇覇覇!  !!!!!   
 

平成１７年９月１７日～１９日、三重県津市「三重県身体障害者

総合福祉センターグラウンド」ほかで、第６回全日本グランドソ 

フトボール選手権大会が、全国から１２チーム（札幌市・青森 

県･東京都･愛知県･富山県･滋賀県･奈良県・広島市・愛媛県･ 

熊本県･岡山県・三重県）が参加して盛大に開催された。 

この大会は、全日本グランドソフトボール連盟が主催･主管す 

る大会で、選手はもとより多くの競技役員･ボランティアは手弁 

当で参加し、この競技を愛する多くの皆さんの力に支えられて 

います。 

１７日（土）は、１５時から審判員・公式記録員によるルール確認など「打ち合わせ会議」を開き、続いて

参加チームによる代表者会議及び組み合わせ抽選会が行われた。１８時から場所を三重県鍼灸会館に

移し、本大会の開会式が行われ、その後、関係者全員での懇親会が開かれた。 

１８日（日）、参加１２チームによる予選リーグ戦（３チームによる）１２試合の熱戦を展開、広島市・奈良

県･富山県･札幌市が決勝トーナメント戦、準決勝戦に駒を進めた。 

１９日（祝）、決勝トーナメント戦（順位決定戦）９試合が行われ、広島市が準決勝戦で奈良県を７対

３、決勝戦で富山県を２対１で破り、見事初の全国制覇を果たした。残念ながらこの大会で敗れたが、第

５回全国障害者スポーツ大会に参加する三重県･奈良県・岡山県チームの大会での奮闘を期待する。 

この大会の審判を行うため、全国から２７名（埼玉県５名、愛知県４名、三重県２名、大阪府１５名、島

根県１名）の審判員が参加、また、愛知県・三重県・大阪府から記録員が駆けつけて大会の記録を行っ

た。そのほか、三重県障害者スポーツ指導者協議会等多くの方々がボランティアとして参加した。暑いな

か本当にご苦労様でした。 

 

決勝トーナメント戦（順位決定戦 １９日） 

１～ ４位決定戦   準決勝戦 広島市 ７対３ 奈良県  富山県 ③対３ 札幌市   

決勝戦  広島市 ２対１ 富山県 

５～ ８位決定戦 愛知県 １対２ 岡山県、 三重県 ８対４ 滋賀県  岡山県 ⑦対７ 三重県 

９～１２位決定戦 東京都 １対５ 青森県、 愛媛県 ３対１０ 熊本県  青森県 ４対７ 熊本県 

平成１７年９月１７日～１９日 三重

編集後記  
 日本発世界へ、夢の第一歩。伝統のある「グランドソフトボール競技」を通して、世界の人々に盲

人の能力の高さ、グランドソフトボール競技の素晴らしさをアピールしよう！ 

応援団一同より 

 
 
 
 
 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

      

大阪府盲学校 西口主将 喜びのコメント 

とにかく 声を出して、全員野球をやろうと

思ってました。チームが一丸となった結果

です。 本当に嬉しいです。 

 

 

 

   第 23回中日本グランドソフトボール大阪大会 

       徳島・滋賀を破り山梨県優勝!! 
      

                平成 17年 9月 23日、大阪府八尾市にある「大阪府立久宝寺緑地陸上競技場」

                において、盛大に開催された。 

                第 5 回全国障害者スポーツ大会に出場する山梨県・三重県・奈良県・徳島県を 

                中心に、これらのチーム打倒を目指す東京閏人・愛知県・石川県・滋賀県・京都 

                府・大阪府・大阪市・神戸市の 12 チームが参加した。 

                遠来の山梨県が、予選リーグ戦で神戸市・愛知県に勝利、準決勝戦で徳島県に

２点を先制されるも追いつき、パーセンティジ方式により勝利、決勝戦では滋賀 

県を撃破し、見事優勝し、第 5 回全国障害者スポーツ大会への勢いをつけた。 

 

 この大会の審判員として、ふれ愛ぴっく大阪クラブ審判員・「京都どろんこの会」審判員 7 名、11 月に岡山で開

催される「第 5回全国障害者スポーツ大会」を主管する岡山県ソフトボール協会審判員 6名が参加し、審判技術

の研鑽に努めた。 

 また、地元八尾市の中学生女子ソフトボール部の方々69 名がボランティアとして参加、大会運営を多いに盛り

上げた。今日の感動・経験を大切にこれからも頑張ってください。本当にありがとうございました。 

 

全国盲学校 第２０回グランドソフトボール野球大会 
 

 

 

 
平成１７年８月２４日～２６日、滋賀県彦根市『彦根市金亀公園野球場・多目的競技場』において第２０回全

国盲学校野球（グランドソフトボール）大会が盛大に開催された。台風の接近で運営が心配されたが、全国８

ブロックの代表９校の若さあふれるパワーで、大会は大いに盛り上り、その勢いは台風の進路さえも変えたか

のようであった。 

大会初日は、各面３チームにおいてリーグ戦を行った。翌日、上位チームによる決勝トーナメント戦が行わ

れ大阪府立盲学校が香川県立盲学校を決勝戦で５対０で破り見事に優勝、二度目の全国制覇を果たした。 

 

 

 

平成17年6月25日、大阪市立難波市民学習センターにおいて、平成

17 年度特定非営利活動法人ふれ愛ぴっく大阪クラブ総会が開催され

た。 

 

総会には、全日本グランドソフトボール連盟会長大橋 博さん・事務局

長であり中日本グランドソフトボール連盟会長の金子芳博さん・財務

部長供田 彰さん・広報部長山根康秀さんが公私何かとご多忙の中、

来賓として参加激励いただいた。 

正会員総数 60 名の内、44 名（うち委任状による参加 21 名）が出席、赤松副理事長が司会、川口 衷

監事(理事長代行)の挨拶、大橋会長・金子会長の二人の方々から来賓祝辞をいただいた。 

 北山 武理事が議長となり、最初に平成 16 年度の事業報告（藤森洋幸副理事長が報告）・事業収支決

算報告（仲 好廣会計が報告）・監査報告（川口 衷監事が報告）が行われ承認された。次に、平成 17 年

度事業計画・事業収支計画が提案され承認された。 

 また、ふれ愛ぴっく大阪クラブ広報紙「モッピーだより」を3回発行すること・ホームページの充実・リーフレ

ットの制作等広報活動を積極的に行うこと等が承認された。  

 総会終了後、参加者有志で懇親会を開催、来賓を交え、今後のふれ愛ぴっく大阪クラブのあり方をはじ

めグランドソフトボールに対する熱い思いを遅くまで語り合った。 

 

ふれ愛ぴっく大阪クラブ総会開催される! 

全日本連盟は、オールジャパン選抜チームを結成し、来年６月ケンタッキー州ルイビルを訪問することを

決定した。（モッピー新春号にて、特集記事を掲裁します。） 

 8月 20日(土)21日、8月下旬に開催される「全国盲学校野球大会」をはじめとした各種大会に向けて、奈

良県田原本町にて、協議役員・宿泊研修会を開催した。 

 20 日は、ルール・事例発表など。座学にて研修を行い、夜は恒例の焼肉パーティーで懇親を深めた。 

 21日は、奈良県・兵庫県・三重県・京都府の4チームが参加しての実技研修を行い秋の大会に向けての

スタートを切った。 

最優秀選手賞 西口 淳也(大阪府盲学校) 

優秀選手賞 松田 賢哲(香川県盲学校) 

野田 祥史(九州選抜) 

敢闘賞      本間 勝栄(北信越選抜) 


